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2022年7月13日

軽油の納入価格、5月は2カ月連続下落 資源エネ庁まとめ

日経新聞

資源エネルギー庁がまとめた軽油販売事業者の大口向け納入価格（インタンク価格）は5月、全国平均で前

月比3.4円（2.7%）安い1リットル121.8円だった。前月を下回るのは2カ月連続。卸価格の下落が波及したと

みられる。

アジア市場の指標となる中東産ドバイ原油のスポット価格は5月、上昇基調だった。運送需要も底堅かった

ものの、政府による石油元売りへの補助金などで、卸値の上昇が抑えられていた。
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2022年7月13日

アジア発米向け海上コンテナ輸送量、6月は4%増

日経新聞

米調査会社デカルト・データマインがまとめた6月のアジア発米国向け海上コンテナ輸送量は、前年同

月比4%増の171万8483個（20フィートコンテナ換算）で、6月単月としての過去最高を更新した。

前年比プラスは24カ月連続。中国発の貨物が戻りつつある。一方、仕向け地の米国ではインフレで需要が

細るとの懸念も出てきた。

シェア6割を占める中国発は7%増えた。ロックダウン（都市封鎖）の影響が残る上海港はコンテナ取扱量が

33%減ったが、深圳にある同国最大の塩田港が30%増、寧波港が10%増となり上海の減少分をカバーした。

中国以外の上位勢も韓国が2%増、ベトナムが13%増とそれぞれプラスだった。

品目別では、アパレルが28%、履物が43%増えた。外出機会の増加などで消費トレンドの変化がうかがえる。

一方で、米国の堅調な住宅関連の需要に支えられていた家具は10%減った。米国で物価の上昇が進んでおり、

景気が減速するとコンテナ船の荷動きの下押しにつながる。

運賃は依然として高水準にあるものの、下落基調が続いている。上海航運交易所によると、7月上旬時点の

上海発米西海岸向けは40フィートコンテナ1個7116ドル。新型コロナウイルス感染拡大初期の20年4月の4倍

超の水準だが、22年4月上旬と比べると約10%安い。
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MMA生産設備新設 河南能源化工

。

化学工業
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2022年7月13日

東洋インキSCHD インキ販社など６社を合併へ

印刷新聞

。
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2022年7月13日

価格修正ダイジェスト

。

化学工業


